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環境中に拡散された人為起源の放射性核種は，生物・環境影響の観点からそのモニタリングは

必須である。特に，セシウム 137 (137Cs: 半減期 約 30 年)は核分裂収率も大きく，これまでに多く

の研究がおこなわれてきた。しかし，核実験起源の 137Cs は，環境への放出から既に数半減期が経

過しており，自然環境中では微量となりつつある。近年，人為起源の放射性核種の一つとして，

長半減期放射性核種であるセシウム 135 (135Cs: 半減期 約 230 万年)の高感度検出法の開発が求め

られている。135Cs は，137Cs の代替トレーサーとして機能すると考えられており，核鑑識トレーサ

ーとしても優れている。しかし，135Cs は 低エネルギーのベータ線を放出する長半減期放射性核

種であり，迅速な高感度検出が困難となっている。本研究では，Rb スパッタ負イオン源と大型タ

ンデム静電加速器を用いた加速器質量分析法(AMS)により，135Cs の高感度検出を目指す。 

AMS では，Cs スパッタ負イオン源からの負イオンをタンデム加速器により MeV エネルギーレ

ベルまで加速することで，対象核種と同重妨害核種との分離識別をおこなっている。その為，Cs

スパッタ負イオン源を使用した場合は，セシウム同位体の分析が制限されることになる。筑波大

学 6 MV タンデム加速器において，Cs の代わりに同じアルカリ金属元素であるルビジウム(Rb)を

使用した Rb スパッタ負イオン源の開発をおこなった。Rb スパッタリングを用いて，固体試料

Cs2SO4 (PbF2混合)から，Cs 負分子イオンとして 133Cs19F2
を 大で ~ 0.2 A 引き出すことに成功

している。加速電圧 5 MV で CsF2
を加速して，Ar ガスストリッパーにより Cs9+ (58.7 MeV) に荷

電変換した。測定対象核種となる質量数 135 の粒子について極微量核種検出ラインに導入して，5

枚電極ガス電離箱での検出を試みた。事前のシミュレーション結果より，ガス電離箱の入射窓は

75 nm 厚の窒化ケイ素(Si3N4)膜を用いて，検出ガスとしては高純度イソブタンを 12 Torr封入した。

ガス電離箱のガス中でのエネルギー損失を利用して，第 1, 2 電極と第 4, 5 電極での検出信号より

2 次元スペクトルを得た。今回の試験測定では検出手順の確認をおこない，質量数 135 の核種由

来の粒子スペクトルを測定したが，同重体となる 135Cs と 135Ba の分離識別は確認できなかった。

今後は，135Cs 標準試料 (135Cs 同位体比 > 108)の準備とそれを用いた試験測定を計画している。

また，検出器等について 135Cs 検出のための 適な測定条件の探査を引き続きおこなう予定である。

本発表では、長半減期放射性 135Cs の AMS 開発現状について報告する。 
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